
令和８年第６回 福津市議会定例会一般質問（令和８年９月） 

1 

 

１．中村 清隆 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．屋内体育施設の

暑さ対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年も酷暑を記録するなど、異常なほど暑い日

が年々増加している。令和８年熊本地震では、被災

して体育館等に避難された方々が多くみられた。

その際に大きな問題になったのは、水不足や、エア

コンがなく暑さに耐えられないことであった。特

に暑さ対策などで、車中泊をされる方も多くおら

れたが、ガソリンの給油制限がかかり、ガソリンが

切れた車内で熱中症の疑いで亡くなられた方もい

た。このように体育施設は、スポーツをするだけで

なく、災害時の避難所としての役割も担っている。

そこで、以下の点について伺う。 

 

① 体育館に空調を設置する際の国・県の補助金 

② 総合教育会議での体育施設の空調についての

見解 

③ 宗像市は全小・中学校の体育館への整備が完了

しており、古賀市も令和９年度末までに全小・

中学校11校の体育館に整備する計画であるが、

本市の計画は。 

 

 

２．障がい福祉につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者や障がい児は、日常生活において様々

な困難に直面することも多い。特に物価高により

生活に大きな影響を受けている。また、福祉サービ

スにおいても需要の増加に供給が追いついておら

ず、悲しい思いをされている方も多い。そこで、以

下の点について伺う。 

 

① 福津市身体障害者用自動車改造費助成 

② 人工内耳機器の補助 

③ 放課後等デイサービスの今後の方針 
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３．社会資本総合

整備計画（東福間

駅周辺地区都市再

生整備計画）につ

いて 

 

 

 

 

 

東福間駅周辺の工事が始まったが、公園整備は交

付金の関係で来年度に実施すると聞いた。若木台

口側も含めた今後の予定について以下の点を伺

う。 

 

① 公園整備事業の計画の変更等はないのか 

② 若木台口側の具体的な整備内容と期間 

③ 東福間駅構内の自由通路階段の雨漏り及び雨

天時の通路の水たまりへの対応 

 

 

４．ごみ問題につい

て 

高齢者や障がい者にとって、ごみ問題は日常生活

における重要な課題である。移動手段の制限や体力

的なことなどから分別ステーションまで持参でき

ない方がいる。また移動手段の一つであるミニバス

も中央公民館にバス停がなく、日曜日に運行してい

ないため、古紙を処分するのに困っている方もい

る。そこで以下の点について伺う。 

 

① 地域分別収集で古紙回収などを行っている自

治会とそうでない自治会との違い 

② 古紙回収に関する考え 
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２．秦 浩 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．体育館の空調設

備の整備について 

近年は気温が高く、猛暑日を超え酷暑日が発生

するような気象状況となってきている。近隣市の

体育館には空調設備が設置されてきている状況だ

が、本市の体育館には空調設備が設置されていな

い。避難所にもなる体育館に空調設備を設置した

方が良いと考えるが、以下の点について本市の見

解を伺う。 

 

① 本市の体育館に空調設備を設置する計画は。 

② 体育館に空調設備を設置する場合、どのような

対策を講じる必要があるか。 

③ 体育館に空調設備を設置する場合の費用は。 

④ 空調設備導入に活用できる財源措置があるか。 

⑤ 空調設備導入後の光熱費に係る考えは。 

⑥ 学校以外の体育施設への空調設備導入の考え

は。 
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３．大山 隆之 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１.災害発生後の対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

７月28日16時30分頃、熊本県で最大震度７の非

常に大きな地震が発生した。尊い命が失われ、多大

な被害が発生し、現在も復旧作業と避難所のケア

が必要とされている。そこで、本市の災害発生後の

対策について以下のことを伺う。 

 

① 現在の避難所の収容可能人数 

② 指定避難所運営のために準備している備蓄品 

③ 避難所の治安対策 

④ 指定避難所におけるトイレの確保 

 

 

２.人口減少地域へ

の対策について 

本市の人口は増加傾向であるが、既に人口減少

に転じている地域もある。また、今後様々な地域で

人口が減少していき、併せて高齢化が進むことに

より、地域の担い手が減少していくことが見込ま

れる。市はコンパクトシティの考え方が必要とい

う見解であるが、人口減少が進む周辺地域につい

て以下のことを伺う。 

 

① 現在、人口が減少している地域 

② 人口減少が進む周辺地域にどのように対応し 

 ていく考えか 

③ 人口が減少し地域の担い手が減る中で、地域の

 様々な文化を継承していくための市の見解 

④ 人口減少による空き家の増加や、草刈・清掃等

の担い手が不足することに対する市の見解 
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４．中村 恵輔 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１. 将来を見据え

た行政サービス提

供体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国的な人口減少や行政人材の不足などを背

景に、国においても今後の地方行政のあり方に

ついて議論が進められている。 

本市においても、現在の人口増加への対応と

ともに、将来の人口動態や行政を取り巻く環境

の変化を見据え、持続可能な行政サービスの提

供体制について考えていく必要がある。 

そこで、以下について伺う。 

 

① 将来を見据えた行政サービスの提供体制に

ついての本市の現状認識と課題。 

② これまで掲げてきた持続可能な行政経営や

行政サービスの再構築についての現在の取

組状況。 

③ 今後の行政サービス提供体制及び行政経営。 

 

 

２. これまで提起

してきた市内教育

環境の課題等の進

捗について 

これまでの一般質問では、過大規模校をはじ

めとする市内の教育環境の改善や、学校間・地域

との連携について継続して取り上げてきた。 

これまで提起してきた課題の進捗と、市内全

体を見据えた今後の教育環境の充実について伺

う。 

 

① 過大規模校への対応を含め、市内の教育環境

改善の進捗と今後の考え。 

② 市内の県立高校との連携の進捗と、今後の学

校間・地域連携についての考え。 
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５．井手口 忠信 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．情報リテラシー

教育の推進と学校

図書館への新聞配

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットやＳＮＳの普及に伴い、アル

ゴリズムによる情報の偏りや偽情報の拡散が社

会問題化している。こうした中、情報を主体的

に見極め活用する情報リテラシー教育や新聞を

活用して社会課題への関心や思考力を育むＮＩ

Ｅ（教育に新聞を）の重要性が高まっている。 

今後、複雑な情報社会を生きる子どもたちの

思考力・判断力を育むため、本市小・中学校に

おける情報リテラシー教育の推進状況や課題、

さらに学校図書館への新聞配備を含めたＮＩＥ

教育の取り組みと今後の展望について伺う。 

 

 

２．庁舎エレベー

ターにおける災害

への備えについて 

近年全国で頻発する地震等の災害により、エレ

ベーター内への閉じ込め事故が懸念されている。      

本市庁舎（本館・別館）のエレベーターは、高齢

者や障がい者をはじめ、毎日多くの市民が利用し

ており、万一の際の安全確保は喫緊の課題であ

る。防災体制の強化および来庁者の安全・安心の

確保の観点から、庁舎エレベーターの災害発生時

における避難・救出体制の整備状況について伺

う。 
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６．石田 まなみ 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．ライフステージ

に応じた切れ目の

ない支援について 

ライフステージの変化に伴い、関係する制度や

担当部署が変わる一方で、本人の生活や支援の必

要性が年齢や制度の区切りによって変わるもので

はない。支援を必要とする人が、ライフステージに

よる制度や担当部署の変化によって支援の谷間に

取り残されることなく、必要な支援につながり続

けるための仕組みについて、以下のことを伺う。 

 

（１）教育、子ども、福祉等の複数部署をまたぐ、

ライフステージの変化に伴う支援の引き継

ぎ 

（２）本人や保護者の教育的ニーズを踏まえた学

  びの場・通学先の選択 

（３）教育、子ども、福祉等の関係部署・機関をつ

  なぐ相談・連携体制 

（４）平時からの支援を災害時につなぐ支援体制

  と関係機関の連携 

① 障がいのある方の避難行動に対する支援体

  制 

② 避難所生活における障がいのある方への支

援体制 
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７．榎本 博 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．福津市まちづく

り計画「まちづくり

基本構想」について 

まちづくり基本構想に記されたまちづくり計画

の基本的な考え方として、 

・「持続可能なまちづくり」の視点で、バランスよ

く推進する 

・多様な関係機関との戦略的な連携を推進し、発信

力を拡充する 

・創造的な行政経営による変革を推進する 

の３項目が挙げられている。 

このうち、「持続可能なまちづくり」の視点でバ

ランスよく推進する、については国連が呼びかけ

た「持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)」と同じ方向性

のもと、「地域を担う人財育成」、「共働による環

境の保全・創造」、「地域経済の基盤の確立」の三

側面を統合的に向上させていく旨、記されている

が、残る２項目に記されている内容について、市政

運営においてどの様に反映しているか、その進捗

状況と成果、課題について伺う。 

 

（１）多様な関係機関との戦略的な連携の推進と

発信力の拡充について 

① 都市圏自治体間の広域連携で効率的・効果的な

取り組み 

② 共通課題を持つ他の自治体をはじめ、国、県、

民間企業、各種団体、教育研究機関などと積極的

に連携をすることでの課題解決の取り組み 

③ 対外的な発信力を高め、域外からの投資や人財

を呼び込む取り組み 

 

（２）創造的な行政経営による変革の推進につい

て 

① 行財政改革を一歩進め、効率的な公共施設の管

理や未来への投資に対する選択と集中の取り組

み 

② 財政の適正化・健全化を含め、柔軟な発想と行
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動で財源や政策手法を多様化する取り組み 

③ 部経営の推進と職員の創造性や政策立案力の

向上に伴う、自律的なマネジメントによる組織

運営の取り組み 

④ チーム福津として、部課を横断した情報共有や

プロジェクトの取り組み 
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８．倉元 敏德 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．今後の農業施策

について 

 生産者の高齢化、後継者不足等による耕作放棄

地の増加や新規就農者の減少、また、高温や豪雨に

よる農作物への被害拡大など、現在の農業には多

くの課題が山積している。今後もこの課題は継続

していくものと考えるが、以下のことについて伺

う。 

 

① 新規就農者の現状と新規就農者確保の新たな

取り組み 

② 高機能農業機械導入の現状と今後の取り組み 

③ スマート農業の現状と今後の取り組み 

④ 高収益農作物（ブドウ、イチジク）の進捗状況

と今後の取り組み 

⑤ 農業振興地域整備計画の進捗状況 
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９．豆田 優子 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．子どもたちの体

験活動の充実につ

いて 

 

 

 

子どもたちの体験活動を充実させるため、勝浦

浜海洋スポーツセンターの活用について以下を伺

う。 

 

① 現在の活用状況 

② 今後の活用 

 

 

２．教育の機会を均

等に享受するため

の取り組みについ

て 

 

学校教育法第19条において「経済的理由によっ

て、就学困難と認められる学齢児童又は学齢生徒

の保護者に対しては、市町村は、必要な援助を与え

なければならない」とされている。このことを具現

化するための制度として就学援助制度がある。そ

こで以下について伺う。 

 

① 就学援助制度の周知について 

② 就学援助費の支給基準について 

③ 就学援助費の支給時期について 
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１０．中村 晶代 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．ＲＳウイルス感

染症対策の推進に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月定例会で、ＲＳウイルス感染症の

対策について一般質問を行った。今年４月１日か

らは、ＲＳウイルス母子免疫ワクチンが定期接種

化され、乳児への感染予防対策が始まった。また、

ＲＳウイルス感染症は乳幼児に限らず、高齢者や

基礎疾患・闘病中の人も重症化や肺炎につながる

リスクがある。そこで以下について伺う。 

 

① 令和７年９月以降、市の新たな取り組み 

② 妊婦へのＲＳウイルス母子免疫ワクチンの周

知と接種状況 

③ 妊婦・乳幼児、基礎疾患がある人、高齢者等、

それぞれに対する情報提供は十分に行われて

いるか。 

④ 高齢者等の肺炎予防対策とＲＳウイルスワク

チンについて、市の認識は。 

⑤ 高齢者の同ワクチン接種費用の助成について、

国や県の動向をどう捉えているか。 

⑥ 医師会等と連携して意見交換などの具体的な

検討を進める考えはあるか。 
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２．投票率向上に向

けた投票環境の整

備について 

令和５年３月定例会で、投票率向上について一

般質問を行い３年半が経過した。また、令和６年に

は総務文教委員会が投票率向上について所管事務

調査を行い、市民が投票しやすい環境の整備や、そ

れに伴う人員体制と予算措置の必要性を提言して

いる。現在の取り組みを伺う。 

 

① 若年層の投票率向上への取り組み 

② 移動が困難な人への投票機会の確保・周知 

③ 利便性が良い場所等への投票所の増設 

④ 福祉施設入所者・医療機関へ入院中等で、不在

者投票を希望する人の投票機会の確保と環境

整備等 

⑤ 市と県の選挙管理委員会の連携と、入所施設・

医療機関等への啓発 

⑥ その他、今後の目標と具体的な取り組み等 
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１１．山本 祐平 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．知る権利の保障

と対話による市政

運営の検証につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内での政治不祥事等を背景に政治不信が広が

る中、市民からは行政運営の透明性確保を求める

声が強く上がっている。本市においても、過去に重

要な議論過程である新設校協議の議事録が存在し

なかった問題や、基金運用をめぐる課題など、情報

公開の不備が市民の不審感を招いた経緯がある。

 市民の知る権利を守り、開かれた行政を実現す

るためには、言葉だけでなく制度としての裏付け

と迅速な開示手続きが不可欠である。 

一方で、議員時代から「対話」の重要性を主張し

てきた福井市長であるが、就任後の市民との対話

の姿勢を見るに、真に市民の声に耳を傾けている

のか疑問を抱かざるを得ない。 

情報公開と対話の実践状況を速やかに検証し、

更なる体制強化を図るため、以下について伺う。 

 

① 非公開とされる会議における議事録作成・取り

扱い規定の整備の進捗 

② 情報公開請求の決定期限を30日から14日に短

縮し元に戻す条例改正の必要性 

③ 就任後に取り組んだ「市民との対話」の実績と、

それに対する評価 

④ 今後予定されている市民との対話手法とその

方向性 
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２．郷づくりと自治

会の関係性及び今

後の方向性につい

て 

現在、福津市共働推進会議にて、「持続的な郷づ

くりの推進を図るため」という考えの元、福津市郷

づくり推進条例(仮称)の策定が進められている。

令和８年７月14日には条例制定に向けたワーク

ショップが開催されたが、条例制定の必要性につ

いてはワークショップ参加者の賛否は分かれてい

た。 

特に郷づくりと自治会の関係性について多くの

意見が出ていたが、郷づくりと自治会の関係性に

ついての課題、特に自治会未加入者問題を残した

まま条例制定に進むことに不安の声が上がってい

た。 

それらを踏まえ、以下について伺う。 

 

① 郷づくりの成り立ちから現在までの経緯 

② 自治会は郷づくりにとって基軸か。 

③ 郷づくりの担い手不足や自治会未加入者問題

についての今後の対策 
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１２．尾島 武弘 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１.建築系公共施設

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年３月に改訂された福津市公共施設等総

合管理計画の中で、建築系公共施設の約52％が築

30年を経過しており、施設の老朽化が進んでいる。

築20年以上となると７割以上となり、今後、施設

の安全性や品質を保つために大規模な改修や更新

が必要としている。しかし、厳しい財政状況の中、

計画通り実施できるのか難しい状況であると思わ

れる。建築系公共施設の長寿命化対策を含む管理

方針と課題について伺う。 

 

① 基金の債券運用が及ぼす影響 

② 各建築系公共施設の現状 

③ 公共施設のビルド＆スクラップの予定 

④ 計画の進行管理 

 

 

２.遊休農地等につ

いて 

農業者の高齢化に伴う離農や、兼業農家の増加

による耕作面積の規模縮小等により、遊休農地、

耕作放棄地、荒廃農地が更に増えると思われる。

この問題に対し市が行っている対策と現状、また、

今後の方策と問題点を伺う。 

 

① 直近10年間の遊休農地、耕作放棄地、荒廃農地

の増加面積 

② １号遊休農地と２号遊休農地の面積割合 

③ 遊休農地等が抱える問題と原因 

④ 遊休農地等の活用状況と対策 

⑤ 新規就農者支援への遊休農地の活用状況 

⑥ 遊休農地等の維持・発展に役立つ補助金 

⑦ 地域計画の進捗状況と今後の展開 
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１３．岩下 豊 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．地域経済活性化

策としての、地域公

共交通の充実につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６月定例会で、地域公共交通が充実した場合の

メリットについて、「地域公共交通の充実は、多分

野において様々な効果をもたらすことがメリット

であると考えております。」と答弁があった。地域

公共交通は、福祉や地域経済等に大きな影響を及

ぼすと考える。そこで以下について伺う。 

 

① 福津市地域公共交通計画における施策のひと

つである「新たな交通手段の導入の検討」の詳

細 

② 地域公共交通体系整備事業が地域経済にどの

ような影響をもたらしていると捉えているか 

③ 福祉施策としての地域公共交通充実の取り組

  み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．憲法が定める

「義務教育は無償」

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日本国憲法第２６条第２項では「義務教育は、こ

れを無償とする」と定められている。憲法に照らし

た時に、小・中学校における保護者負担について見

解を伺う。 

 

① 教科書以外の学習教材で保護者負担が発生す

る理由 

② 修学旅行費が保護者負担である理由 

③ 学校給食は教育の一環と位置付けているが、給

食費が保護者負担の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．小・中学校体育

館への空調設備設

置について 

  熊本地震により避難所の課題が様々浮き彫りと

なっている。そこで今後の小・中学校体育館への空

調設備設置について伺う。 
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１４．佐伯 美保 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．新設小学校の通

学路の安全対策等

について 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの通学路の安全確保に向け、文部科

学省の「小学校施設整備指針」（令和４年改訂）で

も第２章 施設計画で「安全な通学経路を確保す

ること」の重要性が示されている。７月には宮司小

学校（仮称）開校前保護者説明会が開催されたと

ころだが、通学路の課題と今後の対策等について

伺う。 

 

 

 

２．児童・生徒数推

計と教育環境の整

備等について 

 

 

 

 

 

子どもたちの「学ぶ権利」の保障に向けて誰一人

取り残さない教育環境の整備が求められる。今年

３月策定の福津市教育大綱の施策の３にも掲げら

れているところだが、児童・生徒数推計を踏まえた

適正規模・適性配置及び教育環境の整備に向けた

今後の取り組み等について伺う。 

 

 

 

３．不登校の児童・

生徒への支援策等

について 

本市の不登校の児童・生徒数は令和７年３月時

点で316人と増加している。誰一人取り残さない教

育環境の整備に向けた支援策等について、福津市

児童センターフクスタでの不登校児童・生徒の受

け入れ状況等含めて伺う。 
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１５．戸田 進一 

  

質 問 事 項 質  問  要  旨 備考 

１．国民健康保険税

の引き下げについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険制度は「都道府県化」などで大きく 

変化しているものの、被保険者の国民健康保険税

の負担は増すばかりである。高い国民健康保険税

の引き下げは切実な願いであり、重要な課題であ

ると考える。そこで以下について伺う。 

 

① 国民健康保険税の実態 

② 国民健康保険税引き下げのための基本的な解

決策 

③ 国民健康保険税引き下げのため、市町村として

実施可能な「条例減免」と「基金の活用」等に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．豪雨対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市は、雨水管理総合計画（段階的対策計画）にお

いて、具体策を来年３月末までに策定するスケ

ジュールで進めている。 

現在、実施しているのは、浸水センサー(福岡 

県管理河川では監視カメラ)の運用と臨時避難駐

車場の確保、側溝・水路などの土砂除去である。ま

た、８月には苅目川周辺住民説明会も実施した。 

一方、溢水・浸水河川流域の住民は、いつ再び被

害が起きるかを心配しながら、一刻も早い雨水対

策を切望している。そんな思いに寄り添い「安心し

て暮らせる」ための行政の対応が求められる。そこ

で以下について伺う。 

 

① 現在実施している対応の内容 

② 来年３月策定完了予定の具体策の内容及びそ

の後のスケジュール 

③ 今後の住民への説明会・情報提供 
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３．子ども医療費無

料化を１８歳まで

拡充することにつ

いて 

 

子どもの医療費の負担は子育て世帯にとって大

きな経済的な負担であるとともに、誰もが安心し

て医療を受けられるようにしなければならないと

考える。そこで、子ども医療費無料化拡充について

伺う。 

 

 

 
 


